
                                                                         

 

検査健診センターニュース No.31  令和 5 年 6 月 14 日 
                                                                       

 

MCI スクリーニング検査プラスのご案内 
― 9 つのタンパク質を解析し、軽度認知障害（MCI）のリスクを判定します ― 

 
 

MCI スクリーニング検査プラス 
MCI スクリーニング検査プラスは、認知症の前段階である 
軽度認知障害(MCI）のリスクを判定する血液検査で、 
認知症予防のための早期発見・早期予防の手段として有用な検査です。 
 
MCI スクリーニング検査プラスはアルツハイマー型認知症の病態進行に関わる、 

「栄養」「脂質代謝」「炎症・免疫」「凝固線溶」の 4 つのカテゴリー、9 つのタンパク質の 
血中濃度を測定し、MCI のリスクを評価します。 
判定結果はリスクに応じて A〜D の 4 段階、4 つのカテゴリーを良好・注意・要注意の 3 段階で評
価します。 
MCI の段階で適切な対応を行えば、その後の進行を遅らせたり、予防ができることが分かってき
ました。 
 
ご報告は専用報告書となります。報告書に併せ「認知症予防マニュアル」をお渡しします。 
 
現在、松本市医師会検査健診センターの健診オプション項目として導入しております。 
 

検査概要 
 

検査項目名 MCI スクリーニング検査プラス 
検体量 血漿 0.5ｍL（EDTA−2K 採血管） 

検査方法 LC-MS 法 
所要日数 20 日 

備 考 
採血後 24 時間以内にご提出ください。 

中年期以降（40 代から）の検査受診を推奨しています。 
保険は未収載です 

 
ご依頼の際は、総合検査依頼書の「追加項目」欄に「MCI プラス」とご記入ください。 

 
 

松本市医師会検査健診センター 
検査課  五味 TEL：0263-32-8042 





URL: h ttps: //m ci-p lu s.com

https://mci-plus.com


■JHCO関連施設 全国 1 3 施設
■徳洲会関連施設 全国 9 施設( 千葉徳洲会病院、 岸和田徳洲会病院 等）
■済生会関連施設 全国 5 施設( 富山県済生会高岡病院、 岡山済生会昭和町健康管理センタ ー等）
■公立学校共済組合様関連 全国 5 施設( 東北中央病院、 近畿中央病院、 関東中央病院 等）
■JA関連施設 全国 7 施設( JA鹿児島厚生連、 JA健康管理センタ ーさ がみはら 等)
■結核予防会関連施設 全国 8 施設( 札幌複十字総合健診センタ ー、 やま がた健康推進機構等）
■I MS グループ( 池袋ロ イ ヤルク リ ニッ ク 、 イ ムス 東京健診ク リ ニッ ク 等）

■グループ施設での採用例

JA長 野厚生連 長 野松代総合病院(長 野市) 、 長 野県健康づく り 事業団 長 野健康センタ ー(長 野市)
脳と から だのく ら し ま ク リ ニッ ク (長 野市) 、 北アルプス 医療センタ ー( 北安曇郡)
輝山会記念病院 健診( 飯田市) 、 やざわ虎ク リ ニッ ク ( 諏訪市） 、 はやし 小児科・ 内科( 諏訪市）
小林脳神経外科・ 神経内科病院( 上田市） 、 特定医療法人丸山会 丸子中央病院( 上田市）
伊那中央病院 健診センタ ー( 伊那市） 、 今井内科胃腸科ク リ ニッ ク ( 岡谷市） 、 諏訪湖畔病院( 岡谷市）

■長 野県 施設採用例

塩ノ 﨑医院
大野医院
一之瀬脳神経外科病院
松本市医師会検査健診センタ ー

■独立行政法人労働者健康安全機構 3 施設( 岡山労災病院 、 熊本労災病院 、 愛媛労災病院）

■松本市 施設採用例
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認知症予防のためのリスク検査

MCIスクリーニング検査プラス

< MCIスクリーニング検査プラスとは？>

MCIスクリーニング検査プラスで早期にMCIのリスクを知り、
適切な対処・予防を行うことで、認知症の予防につなげていただけます

< MCIスクリーニング検査プラスの特徴>

しかし、MCIの段階で適切な予防や治療を行

えば認知症の発症を防ぐこと、遅らせることが可

能と言われており、MCIの段階での対処は認知

症予防の上で非常に重要です。

アルツハイマー型認知症発症の主な原因の一つとされるアミロイドβは老化や生活習慣の乱れにより脳内

に蓄積されていきます。本検査では、血管損傷や炎症、アミロイドβの排出等に関わる9つのタンパク質を「

栄養」「脂質代謝」「炎症・免疫」「凝固線溶」の４つのカテゴリーに分類し血中量を測定することでMCIのリスク

を評価しております。

認知症の前段階である軽度認知障害(MCI）のリスクを調べることの出来る血液検査です。軽度認知障

害（MCI）は、健常者と認知症の中間の段階を指します。通常の日常生活には問題は有りませんが、認

知症の予備軍とも言われ、そのまま放置されると5年で50%近くが認知症に進行してしまうと言われており

ます。

血管のダメージを防ぐ 炎症に関与
アミロイドβの

毒性を防御/排出

損傷

炎症
アミロイドβの蓄積

凝固線溶系
タンパク質

脂質代謝系
タンパク質 炎症・免疫系タンパク質

脂質代謝系
タンパク質

栄養系
タンパク質

免疫系タンパク質



<報告レポートイメージ>

検査項目名 MCIスクリーニング検査プラス

検体量 血漿（2mL以上）

容器 EDTA-2Na採血管

保存(安定性) 採血後、常温/冷蔵24h以内に遠心分離し、血漿を分注凍結し提出

報告期間 検体受領から20日

測定・解析機関 株式会社MCBI

検査方法 LC-MS 法

備考 すでに認知症と診断されている方は検査対象外となります。また急性炎症が認められる方、
肝硬変の方、先天的脂質異常症の方、自己免疫性疾患をお持ちの方は判定結果に影響す
る可能性がございます前述の治療薬を服用されている場合も、判定に影響がある可能性が
ございます。
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9つのタンパク質の測定値をもとに統計的手法でMCIのリ

スクを評価します。判定結果はA～Dの4段階にて報告致し

ます。受診後のフォローには認知症予防のため別冊資料

も提供させていただきます。

https://www.

